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論文の内容の要旨
1．研究の目的
　視覚に障害をもつ人は，視覚系から情報を取り入れる事が困難であるために，歩行や読み書きなどの場面で様々
なハンディキャップを負っている。視覚に障害をもつ人は，そのハンディキャップを出来るだけ小さくするため
に，他の感覚系を通して補わなければならない。例えば，目的地まで安全に移動するために白杖が使用されたり，
読み書きで点字が用いられたりする。自杖歩行能力と点字の読み書き能力の獲得は，視覚に障害をもつ人にとっ
て自立のための必須条件であり，白杖歩行指導と点字指導は盲学校教育課程の根幹を成している。
　視覚に障害をもつ人は，視覚系以外の感覚系を活用して，環境を認知しなければならない。とくに筋運動感覚
（深部感覚）である固有感覚系は，聴覚系と共に視覚障害をもつ人にとって重要な残存（保有）感覚機能である。
固有感覚は，身体各部の空聞における位置関係や関節の動き，運動感覚，力の感覚に関する情報をもたらす。固
有感覚系は，点字学習や白杖歩行と密接に関係する感覚系の1つである。日常の行動を観察していると，視覚に
障害をもつ人は聴覚ばかりでなく固有感覚を含む体性感覚にも注意を集中させていることがわかる。長期にわた
る固有感覚系への依存によって，視覚に障害をもつ人は晴眼者に優るとも劣らない固有感覚機能や体性感覚機能
を持っているのではないかと推察される。その一例として，視覚に障害をもつ人の点字の読み能力を挙げること
が出来る。
　そこで，本研究では，視覚に障害をもつ人は晴眼者に優るとも劣らない固有感覚機能を持つという仮説を設定
した。
2．研究課題と方法
　　仮説を検証するために，以下の研究課題を設定した。
研究課題1
研究課題2
1上肢の位置再生の正確度の測定
ここでは，上肢運動による位置再生の正確度を測定し，直接的に固有感覚機能を測定する。被験者
は，視覚に障害をもつ男性成人6名，晴眼男性成人6名であった。
　白杖を用いて対象物の高さを弁別する能力の測定
点字や図形の弁別では，指や手が直接刺激材料に触れるが，自杖による弁別では自杖が刺激材料に
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　　　　　　触れるので，白杖による弁別課題によって，固有感覚機能を間接的に測定することができる。被験
　　　　　　者は視覚に障害をもつ男性成人5名，晴眼男性成人5名であった。
　研究課題3：白杖を用いて対象物の大きさと肌理を弁別する能力の測定
　　　　　　自杖を用いて間接的に固有感覚機能を対象物の大きさと肌理について測定する。被験者は視覚に障
　　　　　　害をもつ児童5名，晴眼成人5名であった。
3．研究課題1の結果
　固有感覚機能が視覚に障害をもつ人と晴眼者で異なるかどうかを明らかにするために，上肢の位置再生課題を
用いた。その課題は，頭部の方向と関連させながら，右上肢を50度，90度，120度の角度に再生するものであった。
再生の正確さは，モーションアナライザーで測定された。
　その結果，視覚に障害をもつ人と晴眼者の問に有意差がないことが分かった。これは，視覚の障害が上肢の位
置再生のコントロールに影響を及ばさないこと，視覚に障害をもつ人と晴眼者の固有感覚機能に差異がないこと
を示している。
4．研究課題2の結果
　直立した状態で白杖を手にし，前方にある木製の対象物を白杖で自由に触れ，その対象物の高さを弁別させた。
　その結果，視覚に障害をもつ人と遮眼した晴眼者の問の弁別閾値に有意差はなかった。また，視覚に障害をも
つ人は，遮眼した晴眼者よりも課題遂行時聞は有意に短く，視覚に障害をもつ人の正答率は，遮眼した晴眼者よ
りも有意に高いことが分かった。これは，視覚に障害をもつ人の問接的な固有感覚機能が遮眼した晴眼者よりも
高いことを示している。また，視覚に障害をもつ人の白杖操作スキルが晴眼者よりも高いことを示唆している。
5．研究課題3の結果
　被験者は直立した状態で白杖を手にし，前方にある木製の対象物の大きさと肌理を弁別した。その結果，両群
において大きさと肌理の弁別課題間の成績は同じような傾向を示した。しかし，白杖の操作方法については，肌
理の弁別課題において視覚に障害をもつ人は対象物の輪郭をたどる方法を用いる割合が遮眼した晴眼者に比べて
約5分のユと少なかった。このことは，自杖の操作方法における学習経験の相違によると考えられた。
6．結論
ユ）視覚に障害をもつ人の固有感覚機能は，運動の位置再生課題，白杖を用いた対象物の高さの弁別課題，白杖
を用いた対象物の大きさと肌理の弁別課題の3つの課題において，遮眼した晴眼者と同様の成績か，あるいは高
い成績を収めた。これらの結果は，本研究で設定した視覚に障害をもつ人の固有感覚機能は晴眼者のそれに優る
とも劣らないという仮説を支持していると言える。
2）研究課題2と3において，視覚に障害をもつ人は遮眼した晴眼者と比較して，良い成績を収めており，探索
方法に相違が見られたことから，視覚に障害をもつ人のこのような能力は，長期にわたる固有感覚や体性感覚に
基づく感覚・運動学習によってもたらされたことを示唆している。
審査の結果の要旨
　本論文は，視覚に障害をもつ人と遮眼した晴眼者の固有感覚機能について，①上肢の位置再生課題，②白杖に
よる対象物の高さの弁別課題，③白杖による対象物の大きさと肌理の弁別課題という3種類の課題を用いて比較
し，白杖を介しない固有感覚機能（課題1）は，両者で差がないが，白杖を介した間接的な固有感覚機能（課題
2と3）は，視覚に障害をもつ人が優れていることを実証した点に独創性がある。間接的な固有感覚機能の概念
規定や結果の処理，考察に十分とはいえない点があるが，今後の課題である。
　よって，著者は博士（心身障害学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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